




著者 清水 和弘, 木村 文律, 赤間 高雄, 秋本 崇之, 久






































の各線総数 (T誉 Th，Tc， NK， NKT) とサイトカイ
ン産生態 (IFN-g十ICD4十:Tヤ1. lLオ十ICD4十:
Th-2， IFN-g+ NK. IFN-g十?ぽT) を測定した.[結果}
トレーニング開始8ヶ丹後， '1， Th， Tc総殺に関して
存窓な変動は認められなかった. NK， NKT綿総の各





を発渓するTI1， Tc級協数は有意に増加した (p<O.05). 
{考祭1CD28発現す線総数が増加したことから哲運
動車Ij~教により， l'級殺の活性が充迭したと考えられる.
また，おKTとTh..l総胞における.IFN-g，g主主主総の増加
から，リンパ球のサイトカイン窓生絡が光迭し，サイ
トカインを放出することで，他のリンパ主去を活性化さ
せ，各リンパ球の縮総数増加に関与したと考えられる.
トレ…ニングを継続して行なうことで，中高齢者のリ
ンパ球機能を綾持または向上させ，免疫機能が完遂し
た可能性が考えられたi総論]6ヶ月鰐の継続的トレ…
ニングを行なうことで，中高齢者のCD28発現T総胞は
増加し， NKT総胞とTh-.1繍総におけるIFN-gのE芝生能
は充j撃した.
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